
 

しく説明がありましたが、公共下水道について

も、住民の目線、一体どうなるのかと、このこ

とによって大きく市民の生活や産業なども影響

あるわけですから、これによってどうなってい

るのかというふうな目線ですね、数字も大事で

すが、それだけでなくて、やはりそういう目線

をもっと大事にする必要があるのではないかと

いうふうに思うんです。 

 一つだけ、目線というかどうかですが、遠藤

允さん、前の共産党の議員の方が書いておるん

ですが、この方が昭和50年に長井市議に当選さ

れたと。当時４期目だった梅津文二さんという、

やはり共産党の議員がおったと。この話を書い

てるんですね。議員控室で気軽な政治談議をや

っていたが、その談議の中で、梅津議員と保守

系議員の会話の中で、今も記憶に残っていると。

保守系の議員が中央との太いパイプを、公共下

水道の話なんですね、太いパイプを主張してい

たと。これに対して梅津議員が、「その太いパ

イプから泥水が流れてくるから困るなよ」とい

うふうに言ったというんですね。結局今の話は

泥水なんですよ。梅津議員が言った一般会計を

も脅かすようなこの泥水によって20数年後の

我々が、今、大きな困難に陥っている一つの原

因になっているのではないかということで、こ

の理由として、遠藤さんは、「下水道工事の根

幹的施設の業務委託を受けている日本下水道事

業団は建設省の天下り先の一つだ。予算獲得を

にしきの御旗にして、町村などの小さいところ

は相手にしないで、全国の市の終末処理場とか

事務所の建設、あるいは終末処理場近くの根幹

施設などの予算額の大きい根幹的施設のみを事

業団に委託させるというシステムがあって、こ

れに基づいて、実質的には建設行政の中枢を握

っているというふうな政治家にこれを渡してし

まっている」と。遠藤さんの話ですが、「自分

の経験からすれば、長井市の公共下水道から彼

らがピンはねしたのは、結果的には億を超える

のじゃないか。こういうふうな過剰な水増し、

建設工事を設計し、発注した。これが結局は、

今、100億円を超える借入金残高につながって

いるのではないか」というふうなことを書いて

おりますけれども、やはりもっと具体的にシビ

アに、リアルに、市民の暮らし、そしてまた動

きを見ていかなければいけないのではないかと

いうふうに思っておりまして、ちょっと延びま

したが、私の一般質問を終わりにさせていただ

きたいと思います。ご答弁、まことにありがと

うございました。 

 

 

 谷口栄子議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 次に、順位６番、議席番号４番、

谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 おはようございます。 

 ３月定例会に通告しております施政方針から

３点について、公明党を代表し、女性の視点で、

市民生活の福祉の向上を願い、順次質問させて

いただきます。答弁は、内谷市長、齋藤商工観

光課長にお願いいたします。 

＋

 質問に入る前に、我が国は、世界に例のない

人口減少社会に入り、現役世代の減少や高齢者

の急増による社会保障費の増大、経済力の減退

など、将来へのさまざまな懸念が指摘されてい

ます。公明党は、こうした社会構造の大転換に

伴う諸課題に真っ正面から取り組み、明るい未

来を切り開く決意を込め、国会議員と地方議員

が連携し、ネットワーク政党として、いち早く

少子化対策への重要性に着目し、未来に責任を

持つ政治に真剣に取り組んでいます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 １点目、子育て支援の対応について市長にお

伺いいたします。 

 施政方針の中で、「小さきものへ、やさしさ
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＋

を」の精神を上げておられます。どのように具

体化されるのかであります。 

＋ ＋

 子供は社会の宝です。子供優先社会の構築に

向け、公明党は昨年４月、子供を産み育てやす

い社会をつくるため、働き方の改革や若者の雇

用確保、子育ての経済負担の軽減などを盛り込

んだ総合対策「少子社会トータルプラン」をま

とめ、さまざまな子育て支援策を提案していま

す。他党に先駆けて子育て支援の重要性を訴え、

現実に児童手当や出産育児一時金の拡充、乳幼

児医療費の無料化などの支援策を実現させてき

ました。児童手当は小学３年生から６年生に拡

大されました。2007年度から３歳児未満の第１

子、第２子の児童手当支給額が月額１万円。現

在5,000円です。倍増されます。所得が必ずし

も高くない若い夫婦を支援するためです。なお、

第３子以降は現在の１万円を据え置きます。公

明党は、児童手当制度創設、1972年から、特に

99年10月の連立政権参加以降、2000年度に支給

対象年齢を３歳未満から小学校入学前までに拡

大、04年度から対象を小学３年修了前まで、ま

た06年度から小学６年修了前までに引き上げ、

今回の乳幼児加算で５度目の制度拡充になりま

す。 

 先日、全国の主婦がこれはすごいと実感した

新商品や新サービスを選ぶ「第13回助かりまし

た大賞」がリビング新聞で発表されました。子

育て部門での１位に児童手当制度拡充、３位に

出産育児一時金引き上げがそれぞれ選ばれたの

です。全国２万4,161人が投票し、児童手当制

度拡充に対しては、特に家計が助かったという

声が寄せられました。 

 新世紀やまがた課題調査で、県民の子育てに

関する意識で、子育てに関して重要と思う支援

について、地域の子育て経験者が子育て家庭を

支援する体制の整備を望む声が19.6％、子育て

などの情報提供の充実は22.5％、相談体制の充

実が33.4％、そして子供を安心して預けられる

施設の整備は実に46.2％の人が求めていること

が明らかになっています。 

 目黒前市長に子育て支援センターの開設を提

案し、平成17年４月、公立置賜長井病院内に開

設を実現、プレールームの開設、子育てサーク

ルなどの育成及び支援、子育てに関する相談指

導、保育所の情報交換など、保育技術や知識の

助言の実施等行っていただき、利用者からは大

変喜ばれており、17年度は9,588人の利用が報

告されております。内谷市長には、利用者の声

に耳を傾け、さらに充実させてほしいと思いま

す。また、この子育て支援センターには、市内

だけでなくほかの地域からも来ております。市

内の各地域の児童センターでの対応にもこれか

ら取り組んでほしいと思います。 

 19年度施政方針の中に、「個性が輝き支え合

い安心して暮らせるまち」の中で、「ファミリ

ーサポートセンターをＮＰＯを中心に組織し、

子育てのお手伝いをしたい人と、してほしい人

相互による育児援助活動を９月から実施する」

と述べておられます。新しい子育て支援のサー

ビスに私も期待しております。 

 市長は、子育て支援に、学童保育の時間延長、

対象学年の拡大、放課後子ども教室の推進、地

区公民館等を使った子供の居場所づくりの推進

を挙げておられます。放課後子どもプランが教

育再生の具体策として注目されていますので、

全力で取り組んでほしいと思います。 

 核家族化が進み、子供のいる女性の６割以上

は育児不安を感じているというデータがあり、

２人目、３人目の出産をためらってしまう人も

多くなっているとのことです。内閣府若年層の

意識実態調査2003年で調べられたものです。経

済的な問題も深刻です。妊娠していることで仕

事を断られるケースもあり、収入がなく、月１

回の妊婦健診が受けられなくなり困っている人

も出ております。安心して出産前の妊婦健診が

受けられるようにすることがまず大事です。長
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井市の独自支援として、妊産婦健診の無料化、

または無料回数をふやすべきと思いますがいか

がですか。市長にお伺いいたします。 

＋

 ２点目、市政運営の基本的な考え方について

質問いたします。 

 ことしを「財政危機脱出元年」として、長井

市自立計画を、当初計画より厳しい視点で、成

果達成度の高いレベルへと必要に応じて取り組

みを強めて、新たな改革のかじ取りに努められ

ているわけですが、これは、「長井市財政の中

期展望」における財源不足額約23億5,000万円

の対応策、行財政改革集中プランの中に具体的

な数値目標として示すことができなかったこと

が大きな原因だと分析されております。 

 19年度予算編成に当たって、事業の補助金カ

ットや削減など、さらには特定目的基金の繰り

かえ使用を行い、基金からの繰入金３億4,900

万円が計上されています。明年20年度の予算編

成に向け、市長は可能な限り車座集会、ミニ集

会を開催し、市民の理解が得られるよう努力さ

れていくという決意でおられます。 

 岡山県岡山市では、公募による市民35人を評

価者に加えた市民事業仕分けと言われるユニー

クな手法を採用しています。 

 事業仕分けとは、行政の一つ一つの仕事につ

いて、市民の目線で必要性をチェックする仕組

みです。すべての事業を対象に、１、そもそも

必要か、２、必要なら行政と民間のどちらがや

るべきか、３、行政なら国や県、市町村のいず

れかなどを順に検討、整理する方法のことです。 

 岡山市は、今回予算項目のついた全2,131事

業を担当課が自己チェックし、そのうち総合評

価の低い事業から順に着手し、現在までに334

事業について仕分けを終えております。その結

果、88事業が廃止、177事業が収支・やり方の

改善と区分されました。 

 市民に行政サービスの実態を公開し、論議を

通して問題点を共有することや、サービスを提

供する行政自身が、受け身である市民の反応、

ニーズをしっかり感じることが目的だとのこと

です。 

 作業は、一つ一つの対象事業について、１、

担当課職員による事業説明、２、学識経験者や

団体推薦者による質疑、論点整理、３、公募市

民を含めた質疑、討論、４、該当事業について

評価者全員が「廃止」「民営化」の仕分け区分

とその理由を記入する評価シートを作成する、

５、集計・結果発表の手順で進める。額面が大

きいなど、特に市民に価値を問う必要性が高い

とされる事業について、岡山市では21事業があ

り、この21事業については、昨年４回にわたっ

て慎重な検討を実施されたとのことです。 

 昨年８月の市民作業仕分けでは、「論議に参

加したおかげで市政についてたくさんのことが

わかった」「私たちの意見が結果にどのように

反映されるのか楽しみです」との声があるよう

です。財政の実態を市民の代表に知ってもらう

ことで、事業仕分け導入を評価する声が多いと

のことです。まだまだ課題が多いとしながらも、

非常に大きな手ごたえを感じていると行政改革

担当課の方が話されているようです。 

 仕分け結果として、岡山市では、07年度予算

案で５億5,000万円のむだを省いておられます。 

 大きな項目を紹介いたします。１、廃止は88

事業で１億1,720万円の縮減額、２の民営化は

２事業で274万6,000円の縮減額、３、収支・や

り方の改善で、177事業で２億7,094万2,000円

の縮減額、４、民間委託は27事業で１億4,479

万円の縮減額、事業縮小は15事業で1,505万

1,000円の縮減額、県への事業移管は４事業で

10万円の縮減額、また、事業強化と現行どおり

市が実施、縮減額はゼロでした。合計334事業

で５億5,082万9,000円の縮減額となっているよ

うです。 

 市民が評価者で事業仕分けに参加すれば、市

の財政状況や優先事業の実態等も知ることがで
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＋

き、事業仕分けの成果に対して公平性に納得で

きると思います。 

 市長は、「長井市の財政は楽観論はあり得な

い」と実情を訴えておられます。財政危機脱出

元年の対応として、岡山市方式の公募で評価者

になってもらう事業仕分けを実施されてはいか

がでしょうか。市長にお伺いいたします。 

 ３点目、創設されたまちづくり基金の状況と

今後の取り組みについて、市長と商工観光課長

にお伺いいたします。 

＋ ＋

 12月定例会で上限3,000万円の長井まちづく

り基金が創設されました。寄附総額3,000万円

を目標に、長井商工会議所、横沢浩次会頭が中

心に、市民への協力をお願いし、取り組んでこ

られました。幾ら集まるのか市民の注目も大き

かったわけですが、３月１日の山形新聞では、

「基金は予定どおり9,000万円の規模でスター

トすることになった」との報道です。同基金は、

まちづくり活動、景観保全、創造、産業活性化、

観光交流の各分野に関する市民の活動を財政面

で支援していこうという基金であるとの内容で

す。市民と行政が一体となって協働のまちづく

りを推進する長井市にとって、市民活動に大き

な希望であると思います。 

 基金は、市民、企業、市、財団法人民間都市

開発推進機構（民都）が同額ずつ拠出して創設

されるものと聞いております。基金は、特に市

内に数多く残る歴史的な建造物の保全、最近盛

んになってきた市民主導のまちづくり、イベン

ト振興に大きな役割を果たすと期待されていま

す。 

 昨年はフットパスの整備も進み、みずはの小

道のまちなか観光への関心も高くなってきまし

た。また、置賜さくら回廊、つつじまつり、黒

獅子まつり、あやめまつり、水まつり、通年の

長井ダム見学、レインボープランの視察を含む

観光客の誘致に力が入っていると思います。 

 特に市長は施政方針の中でも、「長井には誇

れるものがたくさんあります。観光振興を手段

として、住んでよし、訪れてよしのまちづくり

を進める方針である」と申されております。市

長就任のインタビューでは、１つ、観光を柱に

した産業振興、２つ、中心市街地活性化に向け

た街路事業、３つ、地場産業支援のニーズの調

査を重点にまちづくりを進められると抱負を述

べておられます。まちの顔となる歴史的建造物

の保全、新しいまちづくりへの波動で中心市街

地に再びにぎわいを取り戻すチャンスとなるこ

とを期待するものです。 

 にぎわい再生は、地域の活性化やシャッター

通り化が進む中心市街地のにぎわい回復にもつ

ながり、さらには、高齢化の進展に伴い、中心

部に日常生活に必要な都市の諸機能を集中させ

て、歩いて暮らせるコンパクトなまちづくりへ

の取り組みも可能となると思います。 

 創設されたまちづくり基金の状況と今後の取

り組みについて、市長と商工観光課長にお伺い

し、以上で壇上からの質問を終わります。ご清

聴ありがとうございました。（拍手） 

○大沼 久議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 谷口議員からは、公明党を代表

いたしまして、市民生活者として、あるいは女

性の目線から、さまざまな分野で、谷口議員な

らではのご質問、ご提言をいただきました。あ

りがとうございます。 

 それでは、ご質問いただきました３点につい

てお答え申し上げます。 

 まず最初に、子育て支援の対応についてでご

ざいますが、「小さきものへ、やさしさを」と

いう精神をどのように具現化、具体化されるか

というご質問でございます。「小さきものへ、

やさしさを」という考え方は、困難に直面され

た方、あるいは、今、本当に行政、市役所の支

援が必要な方、そういった声なき声をしっかり

とお聞きし、そのための最大限の努力を図りな

がら、市民生活の最低限のサービスを担保する
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セーフティーネットをしっかりと構築しなきゃ

いけないという考え方でございます。 

 施政方針にもありますように、心の通った市

役所改革、財政難ではございますが、お金を余

りかけなくてもできるいろんな改革があるんじ

ゃないかといったことで、まず市役所内部とし

ましては、市民相談室を充実させまして、市民

の皆様のいろんな手続あるいは相談等を総合窓

口制度という形でお受けできるような、そして

行政の縦割りの弊害を少しでも緩和するような

試みを行ってまいりたいというふうに考えてお

りますし、また、心のこもった市民サービスの

対応ということで、市役所の窓口等々でもまず

しっかりと市民の皆様とあいさつをさせていた

だきながら、あるいはむしろこちらから積極的

にお客様に対していろいろお手伝いをさせてい

ただくような、手続をお聞きするような、そう

いったサービスの仕方を充実させていきたいと、

電話の応対等々についても、これは基本でござ

いますので、改善するような、そんな取り組み

を図りたいと思っております。 
＋

 ご質問ありました長井市の独自支援として、

妊産婦健診の無料化または無料回数をふやすべ

きではないかというようなご質問でございます

が、現在長井市では、県から市町村に移譲され

ました平成９年度から独自支援として、前期と

後期２回分の妊婦健診の無料券を継続発行し、

活用していただいております。出産するまで妊

婦健診は14回程度ありますが、そのうちの２回

分、１万3,900円を負担しております。さらに

35歳以上の高齢妊婦の方へは、超音波検査の無

料券5,500円分を発行しております。 

 このたび厚生労働省雇用均等・児童家庭局母

子保健課長通知「妊婦健康診査の公費負担の望

ましいあり方」という文書がございましたけど

も、ここの中におきまして、公費負担回数の考

え方や最低限必要な健康診査の時期と内容等が

示されたところでございます。これを受けまし

て、山形県では今後の運用について、各市町村

における取り組みの意向、課題や要望の調査を

予定したいと考えているようでございます。厚

生省は、平成19年度地方財政措置で妊婦健康診

査も含めた少子化対策の総額の拡充措置がなさ

れたことから公費負担の増が可能であるために、

積極的な取り組みを期待しているようでござい

ますが、長井市は財政的にも非常に大変な時期

であることから、県内の動向を見ながら、無料

回数や健診内容等、慎重に考慮して取り組んで

まいりたいというふうに考えております。 

 次に、現在の子育て支援センターの状況等々

でございますが、旧長井市立病院の第７病棟の

空き室を活用し、保育士２名を配置して常設し

ております。開設以来、利用者の登録もふえま

して、議員がおっしゃいますように、17年度は

延べ9,000人を超える来所となりまして、利用

者から大変喜ばれております。また、各地区の

児童センター、公民館、生涯学習プラザなどを

利用して出前センターも実施しておりまして、

これらも好評でございます。ただ、西根地区、

平野地区につきましてはこの出前センターは実

施しておりませんでした。利用者の要望もあり

ますことから、今後西根と平野地区での遊び場

の開放を検討してまいりたいと思います。 

 ファミリーサポートセンターの開設につきま

しては、幼児などの一時預かりをメーン事業と

しまして、子供の送迎なども視野に入れた事業

を想定し、実施予定のＮＰＯが研修を行ってお

ります。登録会員の募集など、９月の開設に向

けてＮＰＯと十分に検討を重ね、利用者が安心

して利用できる組織を目指してまいりたいと思

います。 

 放課後子どもプランにつきましては、昨年５

月、子供の放課後における居場所づくりを進め

るため、厚生労働省、文部科学省から打ち出さ

れました。長井市では、福祉事務所が学童保育

を５学校区で開設してまいりましたし、教育委
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員会として土曜らんど事業を実施してまいりま

した。平成19年度は学童保育とともに放課後子

ども教室推進事業として、土曜らんど事業を前

年より開催回数をふやして実施の予定でござい

ます。 

＋ ＋

 平成20年度以降の放課後子ども教室推進事業

の取り組みにつきましては、関係者のご意見を

お聞きし、平日の開催や地区公民館などの利用

を含めた内容の充実を目指すとともに、学童保

育との連携についても検討してまいりたいと考

えております。 

 次に、２番目の市政運営の基本的な考え方で

ございます。 

 議員にご提案いただきました岡山市の例のよ

うな市民の積極的な参加による事業仕分けによ

る評価方法は、市全体の事務事業を評価し、無

理、むだを省き、施設の優先度を決定する際の

参考になるというふうに思います。大変ありが

とうございます。 

 私は、昨日の答弁でも申し上げましたとおり、

平成19年度を財政危機脱出元年と位置づけまし

て、現行の長井市自立計画を再構築し、今後４

年間の行財政運営の健全化を進める年度にした

いと考えております。市民の皆様に財政健全化

の必要性と道筋、取り組みを、すべての情報を

公開しながらご理解いただき、ご協力いただき

たいというふうに考えております。その中核と

なる行財政改革を進める際にも市民の皆様の評

価が重要になると思います。19年度は可能な限

り、行政側から出向く形での車座集会、ミニ集

会などを開催し、わかりやすい資料作成と多様

な情報媒体を用いながら、市民の皆様のご理解

を得られるよう努力してまいります。そこでも

財政健全化への取り組みに対する評価やご意見

をいただけるものというふうに考えております。 

 長井市においては自立計画の中で、「行財政

改革推進計画2006～集中改革プラン～」の中で、

事務事業評価のスキームをつくりまして、民間

委託の推進などの取り組みを進めております。

今後もこの取り組みをしっかりとさらに強く進

めてまいりたいと思います。 

 その行財政改革の評価は、達成度については

今までと同様に行財政改革推進委員会の皆様に

確認していただいてまいります。また、評価内

容は「広報ながい」でお知らせしてまいりたい

と考えております。委員会の会議の要旨につき

ましては、市のホームページで公開してまいり

ます。 

 最後の（３）創設されたまちづくり基金の状

況と今後の取り組みについてお答え申し上げま

す。 

 長井まちづくり基金につきましては、議員か

らお話ありましたように、市民の皆様、とりわ

け長井商工会議所様の大変なご尽力を得まして、

基金の造成活動にご協力いただきました。おか

げさまで民間資金が3,000万円を超えまして、

市からの3,000万円を加えて、２月の27日に地

場産業振興センターから財団法人民間都市開発

推進機構に拠出申請を行ったところでございま

す。 

 谷口議員のご指摘のとおり、まちづくり基金

は事業者も含めた市民活動を支えるものであり、

協働のまちづくりを支えるものでございます。

今後、事業実績を積み重ねることによりまして、

その成果が町の活性化と産業の振興に具体的に

見える形となることを期待しているものでござ

います。よろしくお願いいたします。ありがと

うございました。 

○大沼 久議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 谷口議員のご質問に

お答えさせていただきたいと思います。 

 今の状況につきましては、ただいま市長の方

からお話をさせていただいたとおりでございま

すが、民間都市開発推進機構、こちらの方から

の拠出は今月末になるだろうというふうに考え

てございます。 

―９２― 
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 それから、事務的な作業といいますか、準備

がおくれておりまして、基金に関する審査等々

の内部的な詰め方の作業がおくれてございます。

早急に準備を進めまして、新年度できるだけ早

い時期に、皆様方の利用に供するような形にし

たいというふうに考えてございます。 

 なお、改めまして、この場をおかりしまして、

市議会の皆様方、それから市民の皆様方、とり

わけ商工会議所の皆様方に大変なご尽力をいた

だきまして創設されたというふうなことに感謝

を申し上げたいと思います。以上です。 

○大沼 久議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 詳しい答弁、大変ありが

とうございます。 

 先ほど市長が述べられました子育て支援の対

応についてでございますけれども、市民相談が

ございまして、昨年12月に小学１年生と３歳の

子供、またおなかに５カ月の赤ちゃんが宿って

るという妊婦さんからのご相談だったんですけ

れども、小学生の子がインフルエンザにかかり、

上の子が風邪にかかって、また下の子にもうつ

ってしまって、そのお母さんは１カ月間ほど会

社を休んでしまった。パートで働いている会社

なんですけれども、その１カ月の間に、後は来

なくていいということで、仕事がなくなってた

ということで、大変突然の、仕事がなくなって

るということで、今、こういう社会情勢ですの

で、会社も恨めませんけれども、本当に途方に

暮れてる。今、一生懸命、おなかに赤ちゃんを

宿しながら、ハローワークに通って仕事を探し

てるんですけれども、１カ月に１回の健診が本

当に大変だということから、一緒に何か手だて

はないものかということで奔走しました。 

 本当に子育てとは言って、社会全体での子育

てという声かけの割には、それぞれの市町村で

独自の支援策がない。本当に長井市でもそうい

う点から、先ほど公費負担が、２回は無料だと、

だけれども、あとの部分は各市町村で頑張って

無料化にしたり、全額負担にしたりしていくと

いういろいろな見直しの中で、めり張りをつけ

る。財源をどこからか生み出すという中で、本

当にこれは大事な部分でないかなと。「小さき

ものへ、やさしさを」の精神、本当に子育て支

援、このようなところにしっかりと目配りをし

ていただきたい。そして安心して子供を産んで

いただきたい。大丈夫だよって、子育て基金と

いうものがあるから、それを使ってまず頑張っ

てとか、そのような、新しい内谷市長の体制の

中で、これからそれを築いていただきたいなと

いうふうに思いながら提案させていただくんで

すけれども、その基金の方もいろいろと奔走い

たしました。何もないんですね。生活福祉基金

制度というのが社会福祉協議会の方であるとい

うことで、そちらに行って、どのような場合借

りられるかということを聞いてみました。なか

なか、生活のつなぎ資金で、５万円が上限だと

か、本当に子育て、若い人たちがこれから赤ち

ゃんを産んで頑張っていくという、そういう子

育てに関しての基金制度、安心して借りれる制

度というのがまだないんだなということで、大

変残念に思ったところです。 

＋

 どうかこの辺の中で、お金がなくて働いてい

ない中で、そういう、一生懸命働こうとしてる

のに、子供が風邪を引いて休んでる間に、もう

仕事いいよって言われて仕事がなくなったって

いう、このような若いお母さんたちにどのよう

な手助け、支援をなさるのか、市長にお伺いし

たいと思います。 

○大沼 久議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え申し上げます。 

 まず、そういった困難に直面された市民の方

に、谷口議員が窓口となりまして、そのような

形でいろいろ救っていただいたといいますか、

ご検討していただくような活動をしていただき

まして、本当にありがたく思います。恐らくそ

ういった方が市民の皆様の中には数多くもっと
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もっといらっしゃるんじゃないだろうかと思い

ます。昨日の蒲生議員からもありましたように、

声なき声といいますか、本当に困って途方に暮

れてる方がやはりいらっしゃるんだろうと思い

ます。そういった意味では大変谷口議員からは

いろいろお話、そういった部分ですね、ご指摘

いただき、まことにありがとうございます。 

＋ ＋

 そして、大きく３つぐらいただいまのお話の

中でも課題があるのかなと。一つは、まず本当

に困難に直面された方、今すぐに対処しなきゃ

いけない方という場合に、どういうふうに行政

の方はそこに救いの手を差し伸べることができ

るかという、そういうシステムの問題です。こ

れは地域に大変お世話になってるわけですが、

民生児童委員の方がいらっしゃるわけなんです

が、その方一人ではなかなかやはり把握し切れ

ない部分というのは数多くあるだろうと思って

おります。それから、もう一つは、具体的に小

学生の子供あるいは児童とか、そういったお母

さんが働くためにしっかりと延長保育なり休日

保育なり、そういった体制をとれるかどうかと

いう環境のこと。もう一つは、あとやはりそう

いった企業に対してご理解をいただくというよ

うな、３つぐらいの課題があるのかなと思いま

す。 

 まず、簡潔に申し上げますが、一つは、結局

そういう人たちの本当の窓口というところを市

の方でもう少しいろんなチャンネルを考えてい

かなきゃいけないんじゃないか。それはぜひ19

年度に入りましてから根本的に見直ししなきゃ

いけないと思っておりますので、ぜひ担当の福

祉事務所あるいは健康課、市民課等々と協議し

て、その辺の整備を図ってまいりたいと思いま

す。 

 あと２点目の環境につきましては、これはや

はり福祉事務所あるいは健康課、それから民間

の保育園等々、あと社会福祉協議会とも相談し

まして、これはすぐには解決できない部分はあ

るんですが、少なくとも、今、制度上はこうい

うふうに、例えば市ではだめだとしても民間の

保育園で大丈夫だ。そこでだめだったらファミ

リーサポートセンターというものが19年度から

スタートしますので、そういったＰＲ等も含め

て、しっかりと選んでいただけるような、そう

いったことも考えたいと。あと企業に対しまし

ては、なかなか行政からそういった部分をお願

いするということはしにくい部分はあるんです

が、やはりご協力ということで、特に文書等々

で協力を求めるということも検討してまいりた

いというふうに思います。 

 そして、最後の具体的な金銭面等々のそうい

った支援でございますが、まずは本当に所得的

にも困っていらっしゃる方というのを最低サポ

ートさせていただくということが基本で、あと

財政状況をよくして、そしてその部分を厚くす

るような努力を傾けていきたいというふうに思

います。 

 長くなりまして申しわけありません。 

○大沼 久議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 実情をわかっていただい

て大変ありがとうございます。 

 そういう中で、もう一つ、子育て、女性の再

チャレンジを支援していただきたいということ

で、市長にご提案させていただきたいと思いま

すけれども、兵庫県では再就職奨励金制度を創

設ということで、全国で初めてなんですけれど

も、出産や子育てのために退職した女性の早期

再就職や雇用機会の確保を図るために、そうし

た女性を県内の事業所に対して、１人について

最高30万円の奨励金を支給し、「ひょうご女性

再就職奨励金制度」を創設してるということな

んですね。やはり企業にも何らか市の方からの

支援がなければ、そういう受け入れとか、本当

に企業の方でもパートを、ぎりぎりの人数で仕

事をなさっているという点では、長期間休まれ

ればそういうことも起きてくるんじゃないか。
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大変な今の時代の中で、やはり若いお母さんた

ちが安心して働ける環境づくりにもう一歩この

ような再就職奨励金制度を創設して対応してい

ただければというふうに感じますので、少し検

討していただきたいと思います。 

 また、先ほども市長は、環境の整備や企業へ

の支援をお願いしていくという中でありました

ので、この点もひとつ、そのような奨励金制度

の創設、どのようにお考えか、お伺いしたいと

思います。 

＋

○大沼 久議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え申し上げます。 

 兵庫県で実際に行われているという再チャレ

ンジ制度、まずよく勉強させていただきたいと

思いますが、今の長井市の現状で、すぐにこれ

をというのは、ちょっと現状としては難しいだ

ろうと思います。ただ、兵庫県の方では県とし

てなさってるということでございますので、山

形県の方にぜひ、山形県も子ども夢未来という

ことで、子育て支援を大きな柱としていらっし

ゃいますので、ぜひ県の方にも要望してまいり

たいというふうに思います。 

 また、違ったサイドからではありますけども、

先ほどのパートの女性の方のような弱い立場と

いうのはやはり仕事が少ないと、いわゆる買い

手市場であるということも大きな原因じゃない

かなと思います。長井市においてはいろんな就

職先が多様に選べる、そして経済が活性化して

いるという状況があると、雇用主も働く人を大

切に考えていただける状況もできるのかなと思

いますので、行政としては、先ほど申し上げま

したように、企業の方にも協力は求めますけど

も、まずそういった環境をつくるようなことで

頑張ってまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○大沼 久議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 きのうときょうの山形新

聞の中で、新予算ここがポイントというので、

ちょうど長井市の上と下が載っているところで

した。市長の施政方針の中で取り上げておられ

ます（仮称）経済再生会議設立ということで、

この部分が大変大きく取り上げられまして、期

待されているようです。本当に新しい内谷市長

のカラーを出していただくために、この（仮

称）経済再生会議の設立をしっかりと頑張って

いただければなというふうに思います。 

 また期待をしながら、いろいろとこの中で協

働のまちづくりの方針が示されておりますけれ

ども、一つここで大変うれしかったことは、こ

のたびの大変な予算の中に、国指定天然記念物

の久保ザクラ近くに設置している公衆トイレは

老朽化が著しいことから、水洗化にし、新たに

身障者などにも配慮して増改築するということ

で、予算をつけていただいたことです。これは

目黒前市長時代に提案させていただいて、本当

に全国からインターネットの情報を開示して、

多くの方が来てくださる状況の中で、本当にト

イレがあのようなトイレ、いつまでも仮設トイ

レでは大変だなということを提案申し上げて、

わずかな、１カ月間の、観光の中で1,000万円

のトイレというのは大変だということを大変お

っしゃっておられましたけれども、このように

実現できましたことを大変喜んでいるところで

す。 

 また、こういうところから一つ一つ改革して

いくことが、長井の新しい観光を取り上げる、

観光をアピールするのに大事なことではないか

なというふうに常々感じておりましたので、市

民からの要望にはやはりしっかりこたえていた

だきたい。 

 また、今回の創設されるこの基金で、期待さ

れてるわけですが、もう既にきょうの新聞では、

長井最新情報はここからということで、先ほど

話しました横澤会頭の長井商工会議所では、長

井のまち歩き観光情報を全国に発信するという、

地域ポータルサイト「ながいタウンなび」を立
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ち上げてるということがきょうの新聞で報道さ

れてるようです。一つ一つ新しい観光に対して

の取り組みの模様が報道されて、大変うれしく

思ってるところです。 

 また、市長には「あやめの里の花談義」とい

う、観光協会サークルつむぎの主催で、３月の

24日、基調講演をいただくことになっておりま

すけれども、「観光立市・ながいに今、求めら

れるもの」、この中で、市長はどのようなこと

を話されるご予定なのか、ちょっとお伺いした

いと思います。 

○大沼 久議長 内谷重治市長。 

＋ ＋

○内谷重治市長 久保ザクラに水洗のトイレが新

たに新設されるわけでございますけども、これ

は前市長と谷口議員が議会等でもいろいろお話

しなさってたと、そしてそれが実現したという

ことで、大変私も喜んでいるところです。ただ、

あやめ公園とつつじ公園は、まだ障害者用のト

イレがないと、車いすの方は使えないという状

況でございますので、この辺なんかも課題なの

かなというふうに思っております。そういった

ことから、何とか、観光事業ですから、あくま

でもこれは市民の皆様というよりも、観光事業

としてやはりとらえなきゃいけないなと思って

おりますので、観光事業で、市内に訪れる観光

客の皆様にどのような形でお金を使っていただ

き、そして経済効果を図ることができるかとい

うことが課題だというふうに思っております。 

 そして、ご質問ありました花談義ということ

でございますが、まず、観光だけじゃなくて、

やはり交流、広い意味での交流、これは例えば

長井ダムのすばらしい周辺環境、あるいはその

奥には朝日、祝瓶とか、大変すばらしい山岳観

光もあると、また、レインボープランの循環の

まちとして、非常にまた、今、注目度が高くな

っておりますので、そういった長井に来たいと、

長井へ行っていろいろ見てみたいというお客様

に、ぜひ、１点だけじゃなくて、長井市全体、

まちをどのようにして魅力を感じてもらえるか

と、ですから、あやめ公園だけじゃなくて、例

えば今回のまちづくり基金の目的の一つでもあ

る長井の古い登録文化財になるような、そうい

った施設なんかにも見ていただき、あるいはレ

インボープランのことを勉強していただき、長

井のおいしいものを食べていただく、そしてお

土産を買っていただくと、そういった経済効果

を図れるような、そんなまちづくりの話につい

て、いろいろ提案させていただければなという

ふうに考えてるところです。ぜひ議員の方から

もご指導いただきたいと思います。以上です。 

○大沼 久議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 やはり観光は通年観光で、

地域に元気をというのが大きな目的というか、

主眼になると思いますけれども、そういう点で

は、いろいろと新しい目線で内谷市長は考えて

おられます。本当にそれ一つ一つ実現させて、

通年観光で、地域で元気になれるような、そう

いうきっかけづくり、また、そのようになって

いただきたいなというふうに感じております。 

 ことしは６月にフラワー都市交流がございま

すということで、長井市で開かれるわけで、全

国10都市から訪れる、人数的には300人から350

人のお客様がおいでになるというイベントがこ

れからあるわけですが、それに対して商工観光

課長、どのような準備を進められるのか、本当

におもてなしの心でというか、今から準備をし

なければ大変なんでないかなというふうに感じ

るんですけれども、お聞かせいただきたいと思

います。 

○大沼 久議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 １月でしたか、全体の関係者の打合会等を持

ちまして、今、実行委員会を立ち上げさせてい

ただいております。実行委員会の中にまちの装

飾班あるいは交流の方を検討いただく班等々を、

関係団体の皆様方に委員になっていただきまし

―９６― 

＋



 

て、詰め方をやっているというふうな状況でご

ざいます。 

＋

○大沼 久議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 大変ありがとうございま

す。以上で終わります。ありがとうございまし

た。 

○大沼 久議長 ここで、昼食のため暫時休憩い

たします。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５５分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○大沼 久議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 これより個人質問を行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 蒲生吉夫議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 順位７番、議席番号17番、蒲生

吉夫議員。 

  （17番蒲生吉夫議員登壇） 

○１７番 蒲生吉夫議員 平成19年度施政方針に

ついて、何点かについてお聞かせ願いたいと思

います。 

 まず最初に、内谷市長の初めての施政方針で

ありますから、端的に私の感想を述べさせてい

ただきたいと思います。 

 施策方針全般と予算の提案を見ていきますと、

商工業、その他の産業には比較的厚めに、市民

生活に直結する教育、福祉には薄い方針と感じ

たところであります。特に質問通告しておりま

す１番目のスポーツ振興策についてと２番目の

市民の健康づくりと公立置賜長井病院の充実に

ついて、施政方針の中では全く触れていないと

思いますので質問項目にいたしました。 

 通告しております具体的項目に入る前に、施

政方針で述べられている中で新しい言葉につい

て、どういったイメージでとらえればよいのか

をお聞かせ願いたいと思います。 

 最初に、３ページにあります「地域コミュニ

ティ活性化について、地域担当職員を配置す

る」としておりますが、公民館職員などとは違

うようにとらえなければならないようですが、

どのようにイメージすればよいかであります。 

 次に、４ページの「レインボープランの里か

らという名称で、農作物を市外に積極的に出荷

する」と言っているのは特区なども関連するか

らなのか、理解の仕方についてお答え願いたい

と思います。 

 次に、７ページの「地域コミュニティづくり

の中核である地区公民館などを使った子供の居

場所づくり」と言っておりますが、現在土曜ら

んどとして実施しているものとの違い、また、

来年度から土曜らんどを充実する形で実施され

る放課後子どもプラン事業とも福祉的視点で行

われております学童クラブとも違うように感じ

ますが、どういうことを言っているのでありま

しょうか。 

 次に、同じく７ページの「都市開発戦略とし

て、コンパクトシティを考える」という意味を

お答え願いたいと思います。ここの最後に「長

井工業高校や山形大学などを巻き込みながら」

という表現は、余り適切な表現ではないと私は

思います。 

 これ以降、項目に沿って質問に入ります。 

 １番目の市民スポーツの振興についてお聞き

いたします。 

 この項については、冒頭に触れましたとおり、

施政方針には全く書かれておりませんので、質

問をするにもためらったわけでありますが、施

政方針には書かなければならない事項だと思い

―９７― 


